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血圧測定における初学者と熟達者のマンシェットの巻き方に関する比較研究 
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Ⅰ．はじめに 

 マンシェットの装着は基礎看護技術書に表 1 のように記載されている。これらの資料から①マ

ンシェットの装着位置は、上腕動脈がゴム嚢の中央になるようにすること、②マンシェット装着

の緩みは、指が 1 から 2 本入る程度とすること、③マンシェットの下縁が肘関節より 1〜3cm 上

にくるようにすることという記載がなされている。しかしながら、これは、マンシェットを装着

する際の条件であり、看護師や療法士がこの条件を満たすために、上肢をどのように動かすべき

かなど、身体運動に関する点は記載されていない。 

表 1  教科書に記載されている上腕動脈における血圧測定方法について 

教科書 マンシェットと上腕動脈との位置関係 マンシェット下縁と肘関節の位

置関係 

装着の緩み 看護師、療法士の

身体運動について 

A ゴム嚢の中心が上腕動脈の真上にくるよう巻く 下端が肘窩から約 2～3cm上 手指が 2本入るくらいの固さ 特に記載なし 

B ゴム嚢の中心を上腕動脈の上になるよう巻く 下端は肘より 1～2cm上 きつすぎず、緩すぎず、腕にぴったり 特に記載なし 

C 上腕動脈の走行とゴム嚢の中心をあわせる 下端が肘窩から約 2cm上 手指が 1～2本入るくらいの固さ 特に記載なし 

D ゴム嚢は上腕動脈が真ん中にくるように巻く 下端は肘から 1～2cm上 手指が 2本入るくらいの固さ 特に記載なし 

E 特に記載なし 肘から 2～3cm上 指 2本分が入る程度 特に記載なし 

F ゴム嚢の中心が上腕動脈の上になるよう巻く 下端は肘窩から 2～3cm上 手指が 1～2本入る程度 特に記載なし 

G ゴム嚢が上腕動脈にかかるように巻き付ける 下端が肘窩の上 2cm 手指が 1～2本入る程度 特に記載なし 

 

Ⅱ．目的 

本研究における学術的独自性は血圧測定において熟達していると思われる者と初学者の「身体

運動（動き方）」を数値化し、比較することである。 また、学生と看護師における技能の差には

非言語的なカンやコツが介在していることが予測され、看護師の身体運動を分析し、言語化・視

覚化することができれば、学生の技能習得を効果的に支援する基礎資料となり得ると考える。 

 

Ⅲ．研究方法 

本研究の参加者は血圧測定方法に熟練していると思われる教員 8 名、初学者を本学 1 年生の看

護学科学生 4 名、2 年生の理学療法学科学生 3 名の計 7 名とした。合計 15 名を測定対象とした。 

被験者は専用のスーツを着た状態にて 25 個の反射マーカーを上肢および体幹に取付け、マン

シェットを巻く動作を実施する際、6 台の赤外線カメラ（OptiTrack、OptiTrack 社製、米国）に
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て計測した。3次元動作解析装置は測定空間における反射マーカーの距離を計測する機器であり、

対象者との距離や物品の配置場所などを数値化することが可能である。測定課題は手動で加圧す

る血圧測定器、聴診器を使用した血圧測定法とし、対象者（被測定者）を座位とし、被験者（測定

者）が立位状態から開始した。課題終了はマンシェットを取り付け、加圧を 3 回実施するまでと

し、2 回測定した。被験者に対して、「実際の患者に対する血圧測定を想定し、実施して下さい」

という指示を行った。開始から測定終了までの時間、対象者との距離、肘関節屈伸回数を測定項

目とした。対象者との距離は対象者（ヒト型模型）の剣状突起部に反射マーカーを取り付け、被

験者の体幹部（C7）との距離とした。また三次元動作解析装置とビデオカメラを確認することで

肘関節屈伸運動を行う回数を確認した。 

統計学的分析として、対応のない t 検定を用い、各項目を初学者と熟練者で比較した。有意水

準は 5％とした。 

 

Ⅳ．結果 

 測定に要した時間は熟練者で 34.1±9.1 秒、初学者で 36.1±5.6 秒となり、有意な差を認めなか

った（p=0.94）。対象者との距離は熟練者で 64.9±4.7cm、初学者で 68.7±6.8cm となり、有意な

差を認めなかった（p=0.28）。肘関節屈伸回数は熟練者で 6.2±2.0 回、初学者で 7.9±1.9 回とな

り、有意な差を認めた（p=0.01）。 

 

Ⅴ．考察 

 本研究の結果から測定に要する時間は初学者と熟練者では差は認めなかった。この結果は熟練

者が速く、初学者は時間がかかるのではないかという仮設と異なる結果となった。この理由とし

て熟練者では対象者に対する声がけや動脈確認など、いくつかの工程を行っていたことが関係し

ていると考える。「実際の患者に対する血圧測定を想定し、実施して下さい」という指示が熟練者

にとっては声がけや動脈確認なども含めるため、熟練者ではそれら実際の臨床場面を想定した行

為が時間に影響を及ぼしたと推測する。血圧測定動作のスムースかどうかについては熟練者の方

が肘関節屈伸回数が少ないことから推察する。初学者では不必要な動作が多く、肘関節屈伸に反

映されており、具体的には聴診器の準備不足やマンシェットの巻き直しなどが影響していると考

える。 

 本研究の結果から初学者では不必要な運動が多くあり、その点を修正することが血圧測定を熟

達させるポイントになると考えた。この点について練習によって自然と上達する点であると思わ

れるが、これらの結果含め、熟練者の実際の動きを理解させつつ実習することは、教育的にも意

義深いものだと考える。 


